論証型レポートライティングにおける学びのプロセスを測定する尺度（DRAW9）の構成 by 山田 嘉徳 et al.
1
Abstract
　A survey was conducted for the purpose of creating a scale to measure the learning 
process of students when engaged with demonstrative report writing. We developed 
the demonstrative report writing scale DRAW9 （Demonstrative Report based on 
Academic Writing 9） consisting of two factor-9 items, namely, a regulation strategy 
factor and a help seeking strategy factor. These were based on a factor analysis of 
data from 144 college students writing argumentative reports. The scale structure 
was analyzed in relation to the report thesis. During the report writing activity, the 
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were not related to their own designated classes than on class-related topics specified 
by the teacher. We argue the necessity for further research into the practice of social 
interaction and methodological examination of learning processes.
キーワード： 論証型レポートライティング尺度，学びのプロセス，自己調整学習，状況的
学習，トライアンギュレーション














































ていくような状況的学習論（situated learning theory）のような視点が有効と考える（ex, 


























































（2013），Weinstein & Palmer （2002）を選定した。（ 2 ）選定された研究のなかで，論証型
レポートに関する自己調整学習の測定に適用可能と考えられる63項目を選出した。63の項
目を選出した際に，「認知・行動・情動」の 3 側面を踏まえて尺度作成を行う点に配慮し
た（Rosenberg & Hovland, 1960）。具体的には認知的側面は，「動機づけ」，「論証型レポー
トに関する知識」，「それ以外」の 3 側面に分類し，論証型レポートに関する知識は，「宣










や行動・意識について，以下の 1 から ５ のなかからあてはまるものに○印をつけてくださ




うち， 3 項目を反応歪曲（response set）検出のために再度配置し，合計50項目の質問紙
とした（Appendix）。調査対象者には「同じような質問が続いても気にしないでお答えく
ださい」と教示した。この 3 か所すべてで異なる反応をしたものは調査の分析対象から外
















に項目の分析を行った。すべての項目について，「 1 ：まったくあてはまらない」「 2 ：
あまりあてはまらない」「 3 ：どちらかといえばあてはまる」「 4 ：ある程度あてはまる」
「 ５ ：とてもよくあてはまる」の分布があったが，それぞれ 1 点から ５ 点の素点を用いて
得点化し，それぞれの項目について平均と標準偏差を算出し，平均＋標準偏差が ５ 点を超
えるものを天井効果（ceiling effect）のあらわれたもの，平均－標準偏差が 1 を下回るも
のを床効果（floor effect）のあらわれたものとして，分析対象としての質問項目からは排




















こでは仮に 2 因子及び 3 因子に指定した項目について，因子分析を繰り返していった。す
べての因子負荷が0.5以上になるまで不適切な項目を削除しつつ，探索を続けた。結果と








ロンバックのα係数を用いた信頼性の検討を行った。第 1 因子は 6 項目で構成され，α=.84
















項目 F1 F2 h2 M SD
F1：調整方略（α=.84）
19．レポート作成に関する資料について自分で要約したり言い換えたりする 0.67 -0.15 0.39 3.93 0.92
22．レポート作成の進め方が間違っていないか考えながら課題に取り組む 0.58 0.15 0.43 3.63 0.98
23．これから何をどうやって論じるかを考えてから資料を集める 0.83 -0.05 0.65 3.59 1.12
26．レポート作成に関する自分の考えの根拠を支える資料はどこにあるか考えながら調べる 0.71 0.05 0.54 3.61 0.97
30．最後までレポートをよりよいものに仕上げる努力をし続ける 0.61 0.07 0.41 3.67 0.98
45．レポート作成のための資料を読解しながら，レポートの内容を吟味する 0.63 0.12 0.47 3.63 0.94
F2：援助要請方略（α=.83）
12．教員にレポートの書き方を説明してもらうとき，答えだけでなく考え方についても教えてもらう 0.16 0.67 0.56 3.38 1.15
13．自分で考えてどうしてもレポートが書けないとき，教員に質問する -0.10 0.86 0.68 3.01 1.26












































































ところ， ５ ％水準で有意差がみられた（t（109）=2.44, p<.05, r=.20）。なお，調整方略因子に





M SD M SD
調整方略 3.70 0.74 3.71 0.72
援助要請方略 3.58 1.04 3.09 1.07
Table 3 　レポート論題類型と論証型レポートライティング尺度得点との関連
授業関連論題群（N=83） 授業非関連論題群（N=28）
M SD M SD
調整方略 3.67 0.71 3.73 0.78
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Appendix
1 難しくても自分に必要だと思いながらレポート作成に励む
2 後で困らないようにレポート作成で求められる条件をしっかり聞く
3 レポート作成に取り組んでいる途中でレポートの書き方について見直す
4 難しい課題のレポートであっても良い成績を得ようと努力する
5 何が求められているのか考えてからレポート作成に取り組む
6 よく調べられているところとそうでないところを確認しながらレポート作成のための資料を探す
7 レポート作成に取り組む前に，レポートの書き方の基礎が分かっているか確認する
8 レポート作成に取り組むとき，教員が授業中に言ったことを思い出そうとする
9 レポート作成に必要となる資料を読むとき，どこが大事なところか判断する
10 レポート作成につまづいたとき，調べるとわかる内容については，教員に尋ねる前に自分で調べる
11 レポートの書き方を思い出すために繰り返し資料を見る
12 教員にレポートの書き方を説明してもらうとき，答えだけでなく考え方についても教えてもらう
13 自分で考えてどうしてもレポートが書けないとき，教員に質問する
14 教員にレポートの書き方について質問するとき，しっかりわかるまで説明してもらう
15 教員にレポートの書き方について質問するとき，どこがわからないか考えてから質問する
16 教員にレポートの書き方について質問するとき，自分の考えを教員に説明する
17 レポート作成につまづいたとき，できるだけ自分でレポートを書き上げるためのヒントを教えてもらう
18 レポートの書き方についてわからないことがあったとき，自分でいろいろ調べてから教員に質問する
19 レポート作成に関する資料について自分で要約したり言い換えたりする
20 授業で提示されたレポート作成に関する資料を自身の知識と関連づける
21 提出期日までの自分で決めた計画にそってレポート作成に取り組む
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22 レポート作成の進め方が間違っていないか考えながら課題に取り組む
23 これから何をどうやって論じるかを考えてから資料を集める
24 自分の考えの根拠を支える資料となるかどうかを確かめながら調べる
25 レポート作成に取り組んでいる途中でレポートの書き方について見直す
26 レポート作成に関する自分の考えの根拠を支える資料はどこにあるか考えながら調べる
27 自分で調べられる範囲を考えながらレポート作成に取り組む
28 レポートを提出し終えた後に何か楽しいことができると思うとやる気が出る
29 レポート作成が大変なとき，課題そのものへの取り組み方を変える
30 最後までレポートをよりよいものに仕上げる努力をし続ける
31 レポート作成に取り組む前に，レポートを書く必要性について考える
32 教員がレポート作成に関する話をしているとき，何を言っているのか分からないと感じることがある
33 レポート課題に興味を持つことができないときでも，よい成績を取ろうと努力する
34 授業中に課されるレポート課題によく取り組む
35 レポート課題についてわからないことがあったとき，自分で調べるよりも教員に質問する
36 授業においてレポート作成のカギとなるポイントを明確に意識する
37 レポート作成につまづいたとき，別のやり方がないか考える
38 レポート作成につまづいたとき，それまでのやり方が正しかったかもう一度見直す
39 レポート課題が難しいほど不安を感じる
40 レポートの点数が低ければ容易に落胆する
41 レポート課題の期日を守り，遅れずにこなす
42 難しい課題のレポートは提出することをすぐに諦める
43 レポートが書けなくなったとき，うまく気をそらす
44 レポートが書けなくなったときでも，書き上げることに集中する
45 レポート作成のための資料を読解しながら，レポートの内容を吟味する
46 レポート作成の基礎に関わる練習問題をうまくこなす
47 提出期日までの自分で決めた計画にそってレポート作成に取り組む
48 大学が提供するレポート作成に役立つサービスを自ら活用する
49 レポート作成に取り組むとき，スケジュール上問題がないかどうか確認する
50 レポート課題に興味を持つことができないときでも，よい成績を取ろうと努力する
